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費用合計

0.35

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.35

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

春・夏・秋・年末の交通安全運動キャンペーン、子どもや高齢者等に対しての交通安全
教室の実施などにより交通安全啓発を行った。また、高齢者のドライバーへ運転免許証
の自主返納を呼びかけたり、高齢者が被害に遭わないように反射材などを配布して交
通安全意識を高めた。

【運転免許証自主返納支援内容】
①交通安全啓発物品の贈呈(反射傘)
②写真付住基カードの無料交付
（※②は、小牧市住民基本台帳に記録され、住基カードを持っていない方に限る。）
ただし、上記支援は、１人１回限り

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

交通安全キャンペーンや交通安全教室等を実施し、交通ルールの遵守と正しい交通マ
ナーを習慣付け、市民の交通安全に対する意識の向上を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 7 4

環境交通

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

防犯・交通安全

2

名称：

3 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

交通安全推進事業

231

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

環境交通部

事
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要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

9,784

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

9,784

10,227

97.8

10,006

その他財源

8,129

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.35

10,006

0

0

担当係

事業類型

交通安全意識を高める

一般会計

地域住民組織

1,8771,877 1,877

Ｈ22決算額

7,907

0

10,227

0.00

対前年比

交通防犯課

交通防犯係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

交通事故は、主にドライバーや歩行者などのマナーの悪さやモラルの低下により引き起
こされると考えられるため、マナーやモラルに対しての交通安全意識の向上を図からな
ければ、子どもや高齢者などの交通弱者と呼ばれる方たちの交通事故の増加につなが
る。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

マンネリ化を防ぐため、交通安全キャンペーンのイベントの内容の見直しや参加者の拡
大など検討し、ドライバーや歩行者への交通安全意識を浸透させるため、交通安全キャ
ンペーンを機に交通安全の必要性と事故防止を図っていく。

交通安全キャンペーン活動のマンネリ化を防ぎ、いかに効率よくドライバーなどへのマ
ナーやモラルの交通安全意識の向上を図るかといった問題が課題となる。

交通安全キャンペーン活動

交通安全教室

事業目的の
達成状況

警察署や交通安全関係団体との連携により、主要道路での交通死亡事故現場付近に
おいての啓発活動や自転車安全運転教室など目標としていた交通安全キャンペーン活
動は達成できた。また、運転免許証自主返納制度においても高齢者のドライバーへの
呼びかけにより、返納者を増加することができた。
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